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1-1．料金改定の考え方

料金の賢い3原則（高速道路を賢く使う上で共通の理念）

① 利用度合いに応じた公平な料
金体系

② 管理主体を超えたシンプルで
シームレスな料金体系

③ 交通流動の最適化のための戦
略的な料金体系

特に、近畿圏は「必要なﾈｯﾄﾜｰｸの充実と合理的な料金体系の整理との両立」、「管理主体の整理」に特段の対応が必要

（１）料金体系の整理・統一とネットワーク整備
○ 料金水準を現行の高速自動車国道の大都市近郊区間を基本とする対距離制を導入し、車種区分を５車種区分に統一。
○ 阪神高速については、関係自治体の提案を踏まえ、淀川左岸線延伸部及び大阪湾岸道路西伸部の整備に必要な財源確保の
観点から、有料道路事業について、事業費の概ね５割を確保するために、様々な工夫を行いつつ、必要な料金を設定。

平成29年度からの具体方針

（２）管理主体の統一も含めた継ぎ目のない料金の実現
○ 高速道路会社と一体的なネットワークを形成している路線で、地方道路公社等の管理となっている区間は、合理的・効率的な管
理を行う観点から、地方の意向を踏まえ、高速道路会社で一元的に管理。

○ 大阪及び神戸都心部への流入に関して、交通分散の観点から、経路によらず起終点間の最短距離を基本に料金を決定。

（１）料金体系の整理・統一とネットワーク整備
○ 阪神高速において、料金体系の整理・統一を更に進める。
・対距離制を基本とした公平な料金体系の更なる前進に向け、新たな上限料金を設定。
・料金割引についても整理・統一を図る観点等から、大口・多頻度割引の拡充や深夜割引の導入を実施。
○ 関係自治体の提案を踏まえ、淀川左岸線（２期）や名神湾岸連絡線の整備に必要な財源確保を検討。

令和6年度からの具体方針

（２）起終点を基本とした継ぎ目のない料金の実現
○ ネットワークの開通状況を踏まえ、道路交通や環境等についての都心部の政策的な課題を考慮し、大阪及び神戸都心部を避け
て通行する利用が料金面で不利にならないよう、経路によらず起終点間の最短距離を基本に料金を決定。
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1-2．料金改定の概要

2

〇近畿圏の新たな高速道路料金では、対距離制を基本とした公平な料金体系の更なる前進に向け、新たな
上限料金を設定し、高速道路をさらに効率的にご利用いただくための割引を導入・拡充

○新たな高速道路料金は、令和６年６月１日（土）午前０時から導入

■普通車の料金

同一料金

大和川線・近畿道
都心迂回経路

北神戸線・中国道
都心迂回経路

同一料金

※迂回経路は一例

新名神高速道路

R2.3.29 全線開通
大和川線

■都心迂回割引

※ETC利用台数の比率（2022年9月平日平均）

10 20 30 40 50

【導入】 都心迂回割引 、 深夜割引 、 関西国際空港方面割引 、 大和川線・堺線乗継割引
【拡充】 大口・多頻度割引 、 神戸都心流入割引

お客さま（約１割） は

料金が変わる
お客さま（約９割） は

料金が変わらない

これまでの上限料金以下でご利用の 長距離をご利用の

距離（km）

渋滞が多発する都心部を迂回

しても都心部経由に比べて料金
が高くならないよう、起終点間の
最安料金と同額に割引します

※ ※
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1-3．料金改定に伴う周知広報
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認知広報

理解広報

＜広告媒体＞
・リーフレット
・ポスター
・インターネット
・電車中広告
・街中デジサイ
・ラジオ
・テレビ
・新聞 など

詳しく知りたい方を『理解広報』に誘導

特設ホームページトップ

○媒体の特性を活かし、丁寧で効果的な広報を実施

〇周知効果が出るよう広報時期を設定

『認知広報』：料金・割引が変わることの認知度向上を目的にシンプルな広報を実施

『理解広報』：料金・割引の詳細を知りたい方へ、割引の具体事例など詳細情報の広報を実施

＜広告媒体＞
・特設サイト（HP）
・料金ガイド（冊子）

街中デジサイ（イメージ）ポスター

電車内広告（イメージ）



○インフラの老朽化、デジタル革命の加速等の近年の事業環境の変化や社会の要請に応え、サステナブ

ルな高速道路サービスを提供するため、不断の経営効率化に取り組むこととし、コストの縮減、お客

さまサービスの向上、地域への貢献、経営体制の効率化と経営の透明性向上を内容とする「経営効率

化に向けた今後の取り組み」をとりまとめ、2024年12月に公表

2-1．経営効率化の取組
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１.コストの縮減

２.お客さまサービスの向上

３.地域への貢献
構造物の老朽化や、近年
の労務費・資材費等の高
騰等により、将来のコスト
増が見込まれる

コスト増抑制のため、新技
術の活用やDXの推進、施
工の効率化、構造物の高
耐久化等に積極的に取り
組む

鋼管集成橋脚の開発

ドクターパト2.0

お客さま満足度調査結果において、お客さまの
ご要望が多い「PAの改善」「渋滞対策」「情報提供
の充実」について、更なる改善に努めることとし、そ
のうち2024年度に実施する内容を、
『お客さま満足アッププラン2024』にとりまとめ

４.経営体制の効率化と経営の透明性向上

交通課題への対応や機運醸成等の、大阪・関西万博への協力
沿線自治体等との連携イベントや、道路構造物による景観形成

高速道路の維持管理に必要な「連続性」「緊急性」「即時性」を確
保しつつ、グループ経営体制を構築して自ら実施することによ
り、品質の維持・向上と効率性の向上を同時実現

料金収受業務の更なる効率化に向けた全料金所での段階的な
無人化に対応し、料金収受業務体制を見直す（整理・統廃合等）
など、事業環境の変化に対応しつつ、更なる業務品質と生産性
の向上に向けて、グループ経営体制進化の取り組みを継続

普通鋼鋼材単価の推移
（H27年度100換算値）

■資材費等の高騰

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

令和2年度 令和3年度 令和5年度

約1.5倍



2-2．お客さま満足のさらなる向上 ⑴お客さま満足度調査
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○阪神高速グループでは、提供する道路サービスの品質を高め、お客さま満足度の向上を図るための
課題の把握や取り組みの基礎とするために、阪神高速をご利用のお客さまを対象とする『お客さま
満足度調査』を民営化後（20０6年度）から毎年実施

○お客さまの声はグループ内で共有し、経営やサービスの改善・向上の取り組みに生かしている



2-2．お客さま満足のさらなる向上 ⑵お客さま満足アッププラン
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さくっと概要版

じっくり詳細版

○ ２０２３年１２月に公表した「経営効率化に向けた今後
の取り組み」のうち、お客さまサービスの向上の取り
組みに関して、２０２４年度に実施する具体的な内容
を『お客さま満足アッププラン２０２４』として4月1日
に公表

お客さま満足度調査の結果を整理分析した結果、お客さまのご要望が多い「パーキングエリア（PA)の改善」
「渋滞対策」「情報提供の充実」に真摯に対応し、さらなる改善に努めるとともに、お客さまのご要望の変化、
サステナビリティの実現等の社会の要請等を踏まえつつ、新たなサービスを展開します。

※ 「ご不満率」と「満足度」について
各項目について「不満」「どちらかといえば不満」「どちらかといえば満足」「満足」の4段階又は「利用していないのでわからない」でご回答頂いた結果により次のとおり算出
ご不満率… 各項目のご回答数のうち「不満」「どちらかといえば不満」が占める割合（「利用していないのでわからない」は回答数から除く）
満足度… 4段階（不満:1点、どちらかといえば不満:2点、どちらかといえば満足:4点、満足:5点） で得たご回答の平均値



2-2．お客さま満足のさらなる向上 ⑵お客さま満足アッププラン
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大阪・関西万博に関係する交通需要増加への対応

万博開催期間中に交通集中が想定される北港ＪＣＴ湾岸舞洲出
口や天保山ＪＣＴ渡り線において交通容量拡大対策（２車線化）を
実施します。 この工事をできるだけ早期に完了させることで、
夏以降に増大が見込まれる舞洲関連事業（万博及びＩＲ）の工事
車両による混雑等影響を緩和し、一般交通の円滑な交通確保に
努めます。

天保山入口

至

湾
岸
舞
洲

至

関
空

5号湾岸線（下り）

港
岸
渡
り
線

■現在の運用

天保山入口

至

湾
岸
舞
洲

至

関
空

5号湾岸線（下り）

港
岸
渡
り
線

2車線化

■改良案

【天保山ＪＣＴ渡り線】
万博会場方面への交通量増に対応するため、現状1車線の容量拡大（2車線化）を実施

泉大津PA大型駐車マス拡充

阪神高速では2024年4月16日～26日の10日間
大浜～泉大津間の終日通行止めを実施します。
泉大津PA（海側・陸側）３階の大型車専用駐車場について、
駐車場の区画線を変更し、大型車駐車マス数の拡充を図ります。
また、大型バス優先マスをPA施設に隣接して配置することで、
車道を横断することなくPA施設を安全にご利用いただける
ようになります。

そのほかの2024年度に実施する取り組みの詳細な内容に
ついては、別添資料からご参照ください。

パーキングエリア（PA）の改善

多くのお客さまにご利用いただきやすいよう多様なニーズに対応する取り組みを
実施します。また、「物流の２０２４年問題」の対応も踏まえ、

湾岸線の終日通行止め工事内で大型車の駐車マスの拡充を行います。

LINE公式アカウント運用開始

情報提供の充実

お客さまからのご要望が多い情報提供の充実をはかるため、出発前・出発後に
それぞれ必要な情報を簡単に入手できるよう、情報の精度とわかりやすさを

向上する取り組みを行います。

災害時などの緊急情報のほか、阪神高速の各種情報を手軽に入手
できる「阪神高速LINE公式アカウント」の運用を開始しました。

LINE公式アカウント：
阪神高速
@hanshin-exp

渋滞対策

大阪・関西万博に関係する交通集中が予想される出口およびJCTについて、
円滑な交通確保に努めることを目的とし、二車線化の実施を予定しております。

また、渋滞を緩和し、スムーズな走行環境の実現を目指します。



○お客さまの利便性の向上、将来的な管理コストの削減に向け料金所のタッチレス化やキャッシュレス化を推進

○料金収受業務の更なる効率化を図るため全料金所での段階的な無人化、ETC専用化を推進

○各種課題については解決に向けて国土交通省、他高速道路会社と連携し継続検討

2-3．ETC専用化への取組
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ETC専用料金所位置図

ETC専用化の展開

・全１４３料金所のうち13か所をETC専用として運用しており、今後もETC専用料金所を順次拡大

ETC専用料金所
街路案内

サポートレーン車線表示

門構看板

ETC専用
料金所



2-3．ETC専用化への取組

9

料金収受業務体制の変化・取り組み内容年

無人化・
ETC専用化
の進展

2012

2030
頃

2022

2017

ETC専用料金所のイメージ

遠隔サポートセンター

自動収受機
（イメージ）

今後

遠隔でのインターホン対応、
証明書等確認カメラ、
ETCカード処理機能

遠隔サポート機器

全料金所の無人化（※）の実現（※一部の料金所を除く）

自動収受機の導入
（料金所の無人化）

遠隔応対の集約化

ETC専用化の実施

現在、無人化又はETC専用化を実施している料金所は、全143箇所中50箇所

【今後の取り組み内容】
○体制の整備
⇒・遠隔サポート機器の設置・拡大
・遠隔対応集約施設の整備

○ETC利用率の向上
⇒・車載器助成キャンペーンの実施等

車載器助成キャンペーン


